
C-1 骨
ほね

まで愛
あい

して♪ 

1．ねらい 

 
ち

地
きゆう

球
じよう

上 には
かず

数
おお

多くの
しゆ

種
るい

類の
せい

生
ぶつ

物が
す

住んでいます。それらは
みな

皆、ライバルに
か

勝ち、
い

生き
のこ

残る、ために
しん

進
か

化の
なか

中で
さま

様
ざま

々な
からだ

体 のつくりを
かく

獲
とく

得してきました。 

 
にん

人
げん

間は
た

食べるためだけでなく、いろいろな
り

理
ゆう

由で
た

他の
せい

生
ぶつ

物を
ころ

殺しています。これは
し

自
ぜん

然の
なか

中ではかなり
とく

特
べつ

別なことです。 

 
にん

人
げん

間がよりよい
く

暮らしをするために
し

仕
かた

方なく
ころ

殺してしまった
どう

動
ぶつ

物の
からだ

体 も、よく
かん

観
さつ

察するとそのつくりの
たく

巧みさに
おどろ

驚 かされることがたくさんあります。 

 いろいろな
どう

動
ぶつ

物の
とう

頭
こつ

骨を
かん

観
さつ

察して
せい

生
めい

命の
しん

神
ぴ

秘に
ふ

触れ、
どう

動
ぶつ

物と
にん

人
げん

間が
きよう

共
そん

存できるよ

うな
せ

世
かい

界を
つく

作ることができないか
かんが

考 えてみませんか？ 

 

２．
とう

頭
こつ

骨
も

模
ほん

本
さく

作
せい

製の
て

手
じゆん

順  

 
ひよう

標
ほん

本にする
どう

動
ぶつ

物の
とう

頭
ぶ

部をストッキングのような
め

目の
こま

細かい
あみ

網に
い

入れ、
みず

水で
に

煮ます。
あみ

網に
い

入れるのは
こま

細かい
ほね

骨や
は

歯をなくさないためです。
おお

大
がた

型の
どう

動
ぶつ

物の
ば

場
あい

合は
ひつ

必
よう

要ないで

しょう。 

 
に

煮る
じ

時
かん

間は
どう

動
ぶつ

物によって
さま

様
ざま

々ですが、
あと

後の
さ

作
ぎよう

業 を
らく

楽にするためには
はん

半
にち

日
てい

程
ど

度は
に

煮
こ

込んだ
ほう

方がよいです。 

 
じゆう

十
ぶん

分に
に

煮
こ

込み、
ほね

骨と
けん

腱が
はな

離れるようになったら、
ほね

骨の
まわ

周りから
きん

筋
にく

肉を
はず

外します。
ほね

骨

に
のこ

残った
きん

筋
にく

肉は
つか

使い
ふる

古した
は

歯ブラシでこすると
お

落ちます。また、
ず

頭
がい

蓋
ない

内の
のう

脳は
ほそ

細い
ぼう

棒

で
か

掻き
だ

出すようにします。 

 ほとんど
ほね

骨だけになったら、もう
いち

一
ど

度
みず

水
に

煮したり、
ひよう

漂
はく

白
ざい

剤につけるなどしてきれ

いにします。 

 
と

途
ちゆう

中 で
はず

外れた
は

歯や
ほね

骨を
もと

元
どお

通りに
く

組み
た

立てて
ひよう

標
ほん

本の
かん

完
せい

成です。 

 
ちゆう

注
い

意すること 

 
ひよう

標
ほん

本にする
どう

動
ぶつ

物を
に

煮
こ

込む
ば

場
あい

合、
かん

換
き

気に
じゆう

十
ぶん

分
ちゆう

注
い

意しましょう。また、
ひ

火の
あつか

扱 い

には
じゆう

十
ぶん

分
ちゆう

注
い

意しましょう。 

 

３．
かん

観
さつ

察 

 
ほ

哺
にゆう

乳
るい

類の
ば

場
あい

合、その
しよく

食
もつ

物でアゴや
は

歯の
かたち

形 が
おお

大きく
まじ

交わります。 



 
にく

肉
しよく

食
どう

動
ぶつ

物は
は

歯が
するど

鋭 く、
にく

肉を
か

噛み
き

切るのに
てき

適しています。また、ハサミの
し

支
てん

点がぐ

らついているとうまく
かみ

紙が
き

切れないように、アゴの
かん

関
せつ

節にぐらつきがあるとうまく
にく

肉

を
か

噛み
き

切ることができません。ぴったりとしている
よう

様
す

子を
かん

観
さつ

察してみましょう。 

 
そう

草
しよく

食
どう

動
ぶつ

物は
くさ

草をすりつぶすために
しら

白
は

歯が
たい

平らになっています。また、アゴの
かん

関
せつ

節に

もゆとりがあり、アゴを
ぜん

前
ご

後
さ

左
ゆう

右に
うご

動かすことができる
こう

構
ぞう

造になっています。 

 
にく

肉も
しよく

植
ぶつ

物も
た

食べる
ざつ

雑
しよく

食
どう

動
ぶつ

物の
ば

場
あい

合、
りよう

両
ほう

方の
とく

特
ちよう

徴 を
か

兼ね
そな

備えている
ば

場
あい

合がありま

す。 

 
め

眼のついている
ば

場
しよ

所にも
ちが

違いが
み

見られます。
りよう

両
ほう

方の
め

眼の
し

視
や

野が
かさ

重なった
ぶ

部
ぶん

分が「
きよ

距
り

離」をつかむことができる
はん

範
い

囲です。 

 
に

逃げる
え

獲
もの

物を
と

捕らえる
にく

肉
しよく

食
どう

動
ぶつ

物の
ば

場
あい

合、
め

眼が
まえ

前に
なら

並ぶようについて
きよ

距
り

離がわかる
はん

範
い

囲を
ひろ

広くしています。 

 
そう

草
しよく

食
どう

動
ぶつ

物の
ば

場
あい

合は
め

眼が
よこ

横について
ひろ

広い
はん

範
い

囲を
み

見
わた

渡し、
てき

敵が
ちか

近づいてくるのを
はや

早く
はつ

発
けん

見できるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

キツネ（
にく

肉
しよく

食 ）の
とう

頭
こつ

骨↑ 

            シカ（
そう

草
しよく

食 ）の
とう

頭
こつ

骨→  

 

４．
かんが

考 えて
ほ

欲しいこと 

 
どう

動
ぶつ

物を
ひよう

標
ほん

本にすることを「かわいそう」と
かんが

考 える
ひと

人もいると
おも

思います。 

 しかし、
にん

人
げん

間は
た

他の
せい

生
ぶつ

物を
た

食べないと
い

生きていけません。
いのち

命 をいただいて
い

生きてい

るのです。そうした
どう

動
ぶつ

物の
す

捨てられてしまう
ぶ

部
ぶん

分から
せい

生
めい

命のすばらしさを
かん

感じ
と

取って
ほ

欲しいのです。
む

無
だ

駄に
いのち

命 を
うば

奪うのではなく、
どう

動
ぶつ

物が
す

住む
かん

環
きよう

境 をきれいにしたり、
とき

時に

は
た

他の
どう

動
ぶつ

物に
おん

恩
がえ

返しをしたりしてみてはいかがでしょうか？ 
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